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子どもたちのための餅つき大会
　　　　　　　　　阿部潤子 

利用者交流会開催

医療的研修を生かして質の高い介護を提供しよう !!  
　　　　　　　  研修班
港南たすけあい心の活動　
　　　　　　　　　
新会員紹介／ここだより　

港南たすけあい心の活動状況／編集後記
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子
ど
も
の
た
め
の
餅
つ
き
大
会

　
港
南
た
す
け
あ
い
心
の
活
動
に
、
い
つ
も

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
と
し

て
現
在
約
１
５
０
名
の
方
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
他
に
、
創
立
当
初

か
ら
地
域
支
援
の
様
々
な
活
動
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
先
日
野
庭
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
、
子
ど

も
の
た
め
の
餅
つ
き
大

会
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
始
ま
っ
た「
商

店
街
丸
ご
と
再
生
支
援
事
業
」
の
第
１
弾
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
市
経
済
局
商
業
振
興
課
と
野
庭

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
商
店
会
が
一
緒
に

毎
月
一
回
勉
強
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
昨

年
夏
に
は
地
域
住
民
２
８
５
６
世
帯
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
有
効
回
答
６
９
６
と
い
う

高
い
関
心
が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
か
ら
商
店
街
に
多
く
の
ア
イ
デ

ア
や
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
著

し
い
大
規
模
団
地
で
す
が
、
住
民
構
成
を
調

べ
る
と
子
育
て
世
代
も
少
な
く
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
、
若
い
世
代
が
楽
し
め
る
イ

代
表
　
阿
部
潤
子

ベ
ン
ト
と
し
て
、
餅
つ
き
大
会
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
１
月
24
日
寒
い
１
日
で
し
た
が
お

天
気
に
恵
ま
れ
、
第
一
自
治
会
の
餅
つ
き
隊

に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
商
店
会
会
員
が

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
子
ど
も
用
に
用

意
し
た
１
０
０
パ
ッ
ク
の
つ
き
た
て
餅
が
無

く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
野
庭
団
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
、
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
楽
し
い
地
域
の
商
店
街
を
目
標
に
私
た
ち

も
一
役
買
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
冬
の
晴
れ
た
１
日
、
日
ご
ろ
閑
散
と
し
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
日
は
、
多

世
代
の
人
々
が
三
々
五
々
集
ま
り
自
然
に
交

流
が
生
ま
れ
る
様
子
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
指
す
方
向
を
見
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

野
庭
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

▲子どもたちも餅つき
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♩ ♪ ♬♪ ♬♩ ♪ ♬♪ ♬♩ ♪ 

　
毎
年
恒
例
の
利
用
者
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
ご
利
用

者
様
13
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
12
名
と
一
緒
に
歌
と
食

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
港
南
区
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
・
佐
藤
潤
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
の
ほ
か
、ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
「
ふ

る
さ
と
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な

ど
誰
も
が
口
ず
さ
め
る
歌
を
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
は
軟
ら
か
く
煮
た
牛
肉
が
ご

ろ
ん
と
入
っ
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
と
バ

タ
ー
ラ
イ
ス
と
サ
モ
サ
で
す
。
デ
ザ
ー

ト
は
佐
藤
潤
さ
ん
お
手
製
の
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
で
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
日
頃
は
利
用
者
様
と
一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲佐藤さんは第二・第三火曜日に「こ
こ」でカレーとチーズケーキの店を
開いています。

▲歌った後はご飯がおいしい

利用者交流会開催 12 月 5 日

▲前夜から煮込んだシチューに舌鼓

▲なんと　お二人とも海の男

♩

 ♪ ♬♪ ♬

声
出
そ
う
　
今
年
は
歌
パ
ー
テ
ィ
ー
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近
年
、
様
々
な
医
療
機
器
を
利
用
し
な
が

ら
在
宅
で
過
ご
す
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
入

院
の
短
期
間
化
、
医
療
機
器
の
改
良
、
ま
た
、

患
者
ご
自
身
も
在
宅
で
の
生
活
を
望
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
し
ょ
う
。

　
在
宅
で
、
支
援
を
行
う
私
た
ち
ワ
ー
カ
ー

は
、
ご
利
用
者
の
安
心
の
た
め
に
も
様
々
な

医
療
的
な
知
識
を
学
ん
で
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

医
療
研
修

【
Ⅰ
】
呼
吸
器
に
障
害
を
持
つ

　
　
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト

●
講
師
：

　
☆
済
生
会
南
部
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
西
千
代
美
看
護
師

　
☆
守
屋
酸
素
商
会　
　
　
　
高
橋
直
人
様

１
、
酸
素
療
法
が
必
要
に
な
る
病
気

慢
性
呼
吸
不
全　

①
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
原
因
の
90
％
は
喫

煙
）

②
肺
結
核
後
の
後
遺
症

③
肺
線
維
症
（
間
質
性
肺
炎
が
進
行
し
線
維

化
す
る
）　
等

医
療
研
修
　

医
療
的
研
修
を
生
か
し
て

質
の
高
い
介
護
を
提
供
し
よ
う
!!

２
，
酸
素
を
利
用
し
て
い
る

　
　
利
用
者
支
援

①
生
活
援
助・・・ボ
ン
ベ
や
チ
ュ
ー
ブ
に
引
っ

か
か
ら
な
い
環
境
整
備
。

　
炭
水
化
物
に
偏
ら
な
い
栄
養
（
た
ん
ぱ
く

質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
脂
質
な
ど
）
を
大
切
に
す

る
食
事
作
り

②
身
体
援
助
・
・
・
洗
髪
・
洗
面
な
ど
両
手

を
あ
げ
る
動
作
が
辛
い
の
で
介
助
が
必
要
。

③
発
作
時
の
対
応
・
・
・
慌
て
な
い
で
落
ち

着
い
て
声
を
か
け
る
。
背
中
は
さ
す
ら
な
い
。

肩
や
背
中
に
手
を
置
く
だ
け
で
よ
い
。
酸
素

量
を
勝
手
に
上
げ
な
い
。
マ
ス
ク
を
つ
け
な

い　
等

▲安西看護師

▲酸素療法機器の取り扱いを学ぶメン
バー。左は講師の髙橋さん
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医
療
研
修

【
Ⅱ
】
排
尿
に
障
害
を
持
つ

　
　
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト

●
講
師
：

　
☆
済
生
会
南
部
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
木
優
子
看
護
師

１
，
尿
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
病
気

①
萎
縮
膀
胱
（
必
須
）

②
尿
閉
状
態
・
排
尿
後
残
尿
多
で
自
己
導
尿

で
き
な
い
人
（
必
須
で
は
な
い
）

③
夜
間
睡
眠
障
害
・
尿
失
禁
に
よ
る
皮
膚
障

害
・
家
族
の
負
担
軽
減
な
ど

２
，
尿
バ
ッ
グ
利
用
者
支
援
で

　
　
気
を
付
け
る
こ
と

①
尿
漏
れ・陰
部
、
腹
部
の
痛
み・尿
量・バ
ッ

グ
の
損
傷
な
ど

②
陰
部
洗
浄
・
尿
の
廃
棄
・
カ
テ
ー
テ
ル
の

固
定
（
引
っ
張
ら
な
い
。
バ
ッ
グ
を
腹
部
よ

り
下
に
す
る
。
尿
廃
棄
口
の
ロ
ッ
ク
を
忘
れ

な
い
）

▲櫻木看護師　自作の

　
さ
て
、
こ
こ
か
ら
が
私
た
ち
の
本
領
発
揮

で
す
。

　
私
た
ち
は
介
護
の
専
門
職
で
す
。
知
識
を

学
ぶ
こ
と
で
終
わ
り
に
せ
ず
、
ご
利
用
者
の

心
身
の
不
安
、
移
動
の
不
便
さ
な
ど
を
考
慮

し
、
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
声
か
け
、
移
動

の
介
助
方
法
、
疾
患
に
あ
っ
た
食
事
作
り
な

ど
に
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
研
修
班
は
今
後
も
日
常
の
支
援
に
役
立
つ

よ
う
な
研
修
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
２
０
１
６
年
２
月　
研
修
班
）

▲尿バックを実際に手に取りながら取り扱いを
学びました

　▼尿バックのバルンの仕組みを
真剣に学ぶメンバー

▼

尿導模型を使ってカテーテルの挿入方法
を説明
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活動紹介展
（港南区民活動支援センター主催）
　2016 年 1 月 29 日（金）・30 日（土）

港南区で活動する団体が活動の内容をパネル
にして紹介しあう催しに参加しました。ウイ
リング上大岡２階で２３団体がパネルを並べ
ました。通りが
かりの人から質
問を受けたりし
て、外に向けて
アピールするこ
との大切さを感
じました。

港南たすけあい心の活動
（2015 年 3 月〜 2016 年 2 月）

あなたの夢かなえたいプロジェクト
　2016 年 1 月 23 日（土）

思っていても実行できないけれど、誰かが
少しお手伝いをすれば可能になる夢を実現
しようというプロジェクトです。澤村智恵
子様は弘明寺近くに住んでいた頃によく
通っていたお寿司屋さんに行ってみたいと
いうご希望がありました。顔見知りのヘル
パーたちが移動
のお手伝いをし
て一緒に懐かし
い味を楽しむこ
とができました。

たすけあい心のパネルの前で

VIVA まちづくり
　2016 年 1 月 16 日（土）

住みよい地域づくりをめざして 9 団体が協
力しています。いつもは代表者が集まって話
し合っていますが年に 1 回は大勢が一緒に
食事つきの勉強会をします。今年は「ケアプ
ラザは何をしているところなの」をテーマに
野庭地域ケアプラザの職員さんに話していた
だきました。
そ の 後、 認
知症サポー
ター講座を
受講しまし
た。

認知症サポーター講座の寸劇「ご飯まだ食べてないよ」

なつかしいお寿司さんでランチ

白寿のお祝い
　2016 年 1 月 20 日（水）

茅野春子様は今年 99 歳
です。身の周りの事はほ
とんどご自分でなさって
います。週２回のデイサー
ビスでの入浴を楽しみに
されています。たすけあ
い心の担当が花束を持っ
て訪問しました。 花束を抱えて
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　コミュニティールームここは、高齢者だけでなく子どもの居場
所でもあります。好奇心旺盛な小学生達は、開店早々「ここは何
するところ？」と覗きに来たり、トイレを借りに来たりしながら
いつのまにか「ここ」を自分たちの居場所にしていきました。
　遊ばせるだけでなく、勉強もさせたいなと思っているところに
神奈川県社協から助成を頂き『寺子屋』を開設しました。教える
ことに経験と熱意のある二人のここのスタッフ、地域のボランティ
アの方々が先生役です。
　小学生の姉妹とその弟君が最初の生徒でした。放課後遊びに来
る子は勉強にはそっぽを向いていましたが、区役所の福祉の担当
者などからの依頼が増え、塾に通う余裕のない中学生を何人も高
校に送り込んできました。わがままな子どもたちに手を焼きなが
ら、社会生活に適応できるよう、しつけつつ教え育ててくださっ
た先生方には感謝です。　

● 上大岡、上永谷、港南台各ターミナルから
市営バスで 10 ～ 20 分　「深田橋」下車　バス停のまん前　

寺子屋開設

電話 842 － 1755

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
し
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋　
和
臣

　
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

半
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。

　
５
年
ほ
ど
前
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
退
職
後
の
あ
り
余
る

時
間
の
活
用
と
し
て
始
め
た
の
が
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
の
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々

を
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
に
送
迎
す
る
活
動
で
す
。
自
家
用
車
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
車
両
を
使
用
し
て
の
送
迎
で
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
港
南
区
周
辺
の
道
路
に
詳
し
く
な
り
、
講
習
会
で

は
福
祉
車
両
の
操
作
や
運
転
方
法
を
叩
き
こ
ま
れ
ま
し
た
。
い
ま
だ

に
久
し
ぶ
り
に
走
る
経
路
の
確
認
、
福
祉
車
両
の
操
作
方
法
の
復
習

な
ど
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
５
年
間
の
経
験
が
こ
の
活
動
に
多
少
の

余
裕
も
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
に
、た
す
け
あ
い
心
か
ら
の
誘
い
を
受
け
、「
移
送
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
の
お
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
送
迎
だ
け

で
は
な
く
病
院
内
で
の
介
助
も
加
わ
り
、
利
用
者
の
方
と
の
接
し
方

や
書
類
の
作
成
な
ど
新
た
な
業
務
も
必
要
と
な
り
、

頭
の
サ
ビ
落
と
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
利
用
者
の
方
か
ら
貴
重
な
体
験
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
日
常
生
活
に
規
律
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
活
動
と
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

た
い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
日
々
で
す
。　
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7月

37

10月

39

訪問件数

利用者数

活動時間

（内時間外）

活動ワーカー数

訪問件数

利用者数

活動時間

（内時間外）

活動ワーカー数

介

61

45+38

675

（115）

介

61

45+36

631

（116.5）

支

7

18

122.5

（49）

心

0

0

0

（0）

心

2

1

14

(14)

8月

36

11月

39

支

7

21

144

（72）

オ

6

39

202.5

（38）

オ

5

38

193.5

（25）

支

11

23

147

（81.5）

オ

3

46

197.5

（29.5）

心

0

0

0

(0)

心

0

0

0

(0)

介

68

44+37

　588

（102）

介

65

49+35

633

（147）

オ

6

38

171.5

（26.5）

心

0

0

0

(0)

介

64

47＋39

640

（144）

支

9

21

158

（85）

支

12

16

124.5

（61.5）

オ

6

36

189

（31.5）

9月

39

12月
介

50
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■登録ワーカー数　47 名　
■介護保険利用者　86 名
■居宅介護支援利用者　46 名
■横浜市委託事業利用者　0 名
■障害者自立支援制度利用者　21 名
■賛助会員　30 名

　（2016 年 2 月 27 日現在）

介……介護保険利用　（要介護利用者）＋（要支援利用者）
支……障害者居宅介護・外出介護
オ……オレンジチケットの略　
　　　（介護保険利用者でチケット利用者）
心……心チケット利用（子育て支援など）
　＊訪問件数はサービス提供責任者およびコーディネータ
　　が利用者宅を訪問した回数です。

＊ 訪問件数はサービス提供責任者およびコーディネータが利用者宅を訪問した回数です。

●
賛
助
会
員
（
敬
称
略
）

▼
あ
る
日
の
こ
と
、あ
る
利
用
者
さ
ん
に「
今

ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
幸
せ
だ
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
？
」と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、

「
初
任
給
で
田
舎
の
両
親
を
呼
び
寄
せ
て
東

京
見
物
を
さ
せ
て
あ
げ
た
こ
と
で
す
。」
と

い
う
お
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
両
親

は
も
ち
ろ
ん
大
喜
び
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
私

と
し
て
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
お
答
え
に

少
し
驚
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
方
の
お
人
柄

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
人
に
喜

ん
で
も
ら
う
の
が
自
分
の
幸
せ
」
と
い
う
の

は
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
も
通
じ
る
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。（
西
ヶ
谷
）

ホームページアドレス：http://homepage3.nifty.com/tasukeaikokoro/

（
継
続
）

　
安
齋
富
子
　
　
　

　
高
田
欽
夫
　

　
中
山
清
　

　
秋
山
光
江
　

　
　
匿
名
希
望

◆居宅介護支援利用者数（ケアマネ利用者数）（要介護人数＋要支援人数）

                 7 月 　    8 月　      9 月　     10 月　    11 月　    12 月　      　 
            36 ＋ 13   36 ＋ 12   33 ＋ 13  31 ＋ 13  31 ＋ 13   31+16         


